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II- 8 作業道の作設と維持について

有 働 裕 幸

は じ め に

中）I[地方演習林における作業道の作設と維持について， その基本的な考えかたや， い〈つかの

具体的な方法について報告する。

1 作業道の作設経過

本演習林では， 昭和29年から車両走行の可能な作業道の作設かはじまっている。 昭和34年-38

年の中川林道（ペンケ～ パンケ） 22kmなどの開設があり， 昭和39年には総延長72kmとなってい

る。

作業体系や輸送体系の変化にともない，道路網の整備は昭和40年以降急速にすすんている。（図

-1)昭和48年が12kmと比較的多いのは下中川地区の天然林施業団地や照査法試験林，有賀の沢

団地の整備のために作諒されたものである。また昭和52年以降は，毎年10km以上と急激に作業道

作設かのびているが， これは中川地区の立木処分や経営試険林，照査法試験林の直営事業，本流
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図 ー 1 作業道の作設経費

作 業 道 歩 道

年度 延長(m) 経（千円
費

） 
m単当価四 延長(m)

40 3,183 
42 966 1,257 1 301 
43 10 063 
44 623 999 1 604 16,788 
45 3 559 2,263 636 3 156 
46 4,388 2 281 520 5 822 
47 5 422 4 256 785 1,096 
48 12,223 4,351 356 2 844 
49 4 506 5 543 1 230 1,892 
50 1,628 1,821 1 119 2 871 
51 5,013 5,798 1,157 230 
52 25 580 17 125 670 
53 29,427 22,570 765 
54 23. 928 18 543 775 
55 18,714 6,220 332 
56 23 330 10 260 440 
57 13,617 4,439 326 
58 12,893 
計 189 000 44,762 

40年以前 71 891m 
総延長 244,546m (削除延長16 345m) 
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